
平成３０年度川崎市一般会計教育費の決算について 

１ 一般会計決算 

（単位：円）

予算現額 収入済額 支出済額 繰越財源 実質収支

778,143,871,860 715,316,660,066 712,891,721,422 2,232,891,300 192,047,344

２ 教育費決算 

 平成３０年度教育費決算                （単位：円）

予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

119,777,977,800 105,664,548,319 9,334,572,000 4,778,857,481 

 決算の推移の概要

  Ｈ２９

   県費負担教職員給与費の移管

   学校給食センター完成

  Ｈ３０

   小杉小学校完成

  Ｈ２９→Ｈ３０

   給食センター整備費の減

   長期保全計画事業の進捗による減

   小杉小学校整備費の増

３ 教育費の主要施策の成果 

 ・教職員の働き方改革

   教職員事務支援員を３校にモデル配置                2,263 千円 

   部活動指導員を３校にモデル配置                  3,120 千円 

   就学援助システムを構築し、学校での就学援助事務を学事課に集約  28,844 千円 

 ・キャリア在り方生き方教育推進事業

   かわさき共生＊共育プログラムと共にかわさきパラムーブメントの普及啓発を実施

                                    3,992 千円

 ・読書のまち・かわさき事業

   学校司書（小学校）を２１校から２８校に拡充し、配置       12,732 千円
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 ・子どもの音楽活動推進事業

   子どものオーケストラ鑑賞を、ミューザ川崎シンフォニーホールでの開催だけでなく、

北部でも参加しやすくするため、テアトロ・ジーリオ・ショウワでも開催

                                   21,419 千円 

 ・医療的ケア支援事業

   週２回の上限を取り払い、１コマ９０分を３０分単位に変更し、実施

   常時ケアが必要な児童・生徒のために、非常勤看護師を配置     19,333 千円

 ・地域の寺子屋事業

   ３８→４７か所に拡充して開講                  42,193 千円

 ・橘樹官衙遺跡群保存整備事業

   国史跡橘樹官衙遺跡群整備基本計画の策定（土地購入を含む）    127,400 千円

 ・義務教育施設整備事業

   小杉小学校を新設                      5,206,169 千円

   ブロック塀の安全対策を実施                   664,134 千円

４ 教育費決算の一覧 

（単位：円）

款  項 決算額 主な事業

１３ 教育費 105,664,548,319

１ 教育

  総務費
34,695,069,765

キャリア在り方生き方教育推進事業、教職員事務支

援員配置事業、部活動児童員事業 など 

２ 小学校費 25,590,876,121 学校運営経費 など 

３ 中学校費 12,949,604,631 学校運営経費 など 

４ 高等

  学校費
3,598,716,366 学校運営経費 など 

５ 特別支援

  教育費
2,547,490,598 学校運営経費、医療的ケア支援事業 など 

６ 社会

  教育費
2,630,401,758

地域の寺子屋事業、橘樹官衙遺跡群保存整備事業 

など 

７ 体育

  保健費
5,263,063,383 小学校給食運営事業、中学校給食推進事業 など 

８ 教育施設

  整備費
18,389,325,697

校舎建築（新築・改築・増築）事業、義務教育施設

整備事業、高等学校施設整備事業 など 


